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日
米
両
政
府
は
９
日
、
在
日
米
軍
関
係
者
に
つ
い
て
１０
日
か
ら
１４
日
間
、
原
則
と
し
て
外
出

を
制
限
す
る
と
し
た
日
米
合
同
委
員
会
の
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。
在
日
米
軍
基
地
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
、
基
地
所
在
県
な
ど
で
陽
性
者
が
続
出
し
て
い
る
事
態
を
踏

ま
え
た
措
置
。

共
同
声
明
は
「
在
日
米
軍
施

設
・
区
域
外
に
お
け
る
米
軍
関

係
者
の
行
動
は
、
必
要
不
可
欠

な
活
動
の
み
に
制
限
さ
れ
る
」

と
明
記
。
基
地
内
を
含
め
た
自

宅
外
で
の
マ
ス
ク
着
用
の
義
務

付
け
や
、
出
国
前
検
査
と
日
本

入
国
後
１４
日
間
の
行
動
制
限
の

厳
格
な
実
施
を
改
め
て
確
認
し

た
。在

日
米
軍
の
検
疫
措
置
は
日

米
地
位
協
定
に
よ
り
米
側
に
委

ね
ら
れ
て
お
り
、
基
地
が
集
中

す
る
沖
縄
県
な
ど
か
ら
協
定
の

改
定
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
関
し
、
岸
田
文

雄
首
相
は
９
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組

で
「
地
位
協
定
そ
の
も
の
に
踏

み
込
む
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
」
と
否
定
。
日
米
合
同
委
で

の
協
議
を
通
じ
て
運
用
改
善
に

取
り
組
む
考
え
を
示
し
た
。

在
日
米
軍
で
は
、
キ
ャ
ン
プ

・
ハ
ン
セ
ン
（
沖
縄
県
金
武
町

な
ど
）
や
岩
国
基
地
（
山
口
県

岩
国
市
）
で
ク
ラ
ス
タ
ー
（
感

染
者
集
団
）
が
発
生
。
両
県

と
、
岩
国
市
に
隣
接
す
る
広
島

県
で
陽
性
者
が
急
増
し
、
３
県

に
は
９
日
か
ら
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
が
適
用
さ
れ
た
。

外
出
制
限
は
、
林
芳
正
外
相

が
７
日
の
外
務
・
防
衛
担
当
閣

僚
に
よ
る
安
全
保
障
協
議
委
員

会
（
２
プ
ラ
ス
２
）
の
場
で
米

側
に
要
請
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
国

防
長
官
は
「
地
域
住
民
と
米
軍

兵
士
の
安
全
ほ
ど
重
要
な
も
の

は
な
く
、
で
き
る
限
り
の
こ
と

を
し
た
い
」
と
回
答
し
て
い

た
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
並
外
れ
た

病
原
性
に
留
意
し
、
在
日
米
軍

は
、
米
軍
関
係
者
及
び
地
域
社

会
を
一
層
守
る
た
め
、
以
下
の

行
動
を
と
る
。

１
、
１
月
１０
日
か
ら
１４
日
間
、

米
軍
施
設
・
区
域
外
に
お
け
る

米
軍
関
係
者
の
行
動
は
、
必
要

不
可
欠
な
活
動
の
み
に
制
限

２
、
自
宅
以
外
で
の
マ
ス
ク
着

用
を
義
務
と
す
る
方
針
を
施
行

３
、
出
国
前
及
び
入
国
後
の
厳

格
な
検
査
手
続
き
を
維
持

４
、
日
本
政
府
と
の
協
議
の

下
、
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
ら
の

措
置
の
調
整
を
行
う

�
�
台
湾
有
事
の
脅
威
は
ど

れ
く
ら
い
高
ま
っ
て
い
る
の

か
。中

国
の
習
近
平
国
家
主
席
が

中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
の
夢

を
完
結
さ
せ
る
に
は
、
い
ず
れ

台
湾
を
併
合
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
台
湾
侵
攻
が
あ
る
か
な
い

か
で
は
な
く
、
い
つ
あ
る
か
、

ど
の
よ
う
に
あ
る
か
だ
。

中
国
は
い
か
に
米
国
と
戦
わ

ず
台
湾
を
取
る
か
を
考
え
て
い

る
。
戦
う
に
し
て
も
で
き
る
だ

け
米
国
の
参
戦
を
遅
ら
せ
た

い
。
中
国
に
と
っ
て
一
番
の
模

範
が
、
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦

争
」
と
呼
ば
れ
る
２
０
１
４
年

の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
併

合
だ
。

人
口
約
２
５
０
万
人
の
ク
リ

ミ
ア
半
島
が
た
っ
た
３
週
間
で

事
実
上
、
無
血
占
領
さ
れ
た
。

あ
る
日
突
然
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
が
使
え
な

く
な
る
。
議
会
や
通
信
網
が
ロ

シ
ア
の
特
殊
部
隊
に
よ
っ
て
占

拠
さ
れ
る
と
、
親
露
派
住
民
が

出
て
き
て
、
自
治
政
府
の
解
散

と
ロ
シ
ア
へ
の
併
合
を
求
め
る

住
民
運
動
を
始
め
た
。
住
民
が

自
警
団
を
組
織
し
て
ウ
ク
ラ
イ

ナ
本
土
と
の
交
通
を
遮
断
し
、

ク
リ
ミ
ア
は
孤
立
し
た
島
に
な

っ
た
。
３
週
間
後
に
は
住
民
投

票
を
強
行
し
、
９
割
が
独
立
と

併
合
に
賛
成
し
た
。

こ
れ
は
親
露
派
勢
力
を
放
置

し
た
の
と
、
通
信
を
遮
断
し
た

こ
と
で
住
民
が
不
安
に
陥
れ
ら

れ
、
戦
う
よ
り
併
合
さ
れ
た
方

が
い
い
と
な
っ
た
か
ら
だ
。
台

湾
の
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
が
切
断
さ

れ
、
衛
星
が
妨
害
さ
れ
る
と
本

当
に
離
島
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
な
る
と
台
湾
人
の
抵
抗
意

思
が
ど
こ
ま
で
持
つ
か
。
台
湾

住
民
の
選
択
と
し
て
中
国
へ
の

帰
属
を
決
め
た
と
言
わ
れ
た
ら

日
米
は
手
出
し
で
き
な
い
。
習

氏
は
確
実
に
こ
れ
を
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
考
え
て
い
る
だ
ろ

う
。馬

英
九
政
権
時
代
に
自
衛
隊

Ｏ
Ｂ
と
し
て
台
湾
を
訪
れ
た

際
、
台
湾
軍
の
高
官
は
、
中
国

と
戦
っ
て
も
勝
て
な
い
、
武
力

侵
攻
が
あ
っ
た
ら
早
く
手
を
挙

げ
た
方
が
い
い
と
明
確
に
言
っ

て
い
た
。
あ
れ
以
来
、
チ
ベ
ッ

ト
、
ウ
イ
グ
ル
で
の
人
権
弾

圧
、
香
港
で
の
民
主
主
義
崩
壊

え
い
ま
い

を
目
の
当
た
り
に
し
、
英
邁
な

蔡
英
文
総
統
に
率
い
ら
れ
た
台

湾
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思

う
。
だ
が
、
台
湾
の
住
民
の
中

に
敗
北
主
義
が
起
こ
る
こ
と
は

絶
対
に
避
け
な
い
と
い
け
な

い
。
日
米
が
必
ず
支
援
す
る
と

安
心
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
台
湾
有
事

を
想
定
し
た
作
戦
計
画
を
立

て
、
演
習
を
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
台
湾
軍
と
共
同
作
戦
は

で
き
な
い
が
、
米
国
や
他
の

国
々
と
共
同
訓
練
し
、
そ
れ
を

見
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
。
日
米

が
台
湾
を
救
う
意
思
を
見
せ
る

だ
け
で
、
こ
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
戦
争
」
の
抑
止
力
と
な
る
。

�
�
ク
リ
ミ
ア
の
親
露
派
住

民
の
よ
う
に
、
台
湾
で
も
親
中

派
住
民
の
動
き
は
あ
る
か
。

台
湾
軍
は
も
と
も
と
、
国
民

党
の
軍
隊
だ
。
私
が
訪
台
し
た

馬
英
九
政
権
時
代
は
そ
の
名
残

が
あ
っ
て
、
内
々
に
は
人
民
解

放
軍
と
通
じ
て
い
る
状
況
だ
っ

た
。
今
は
世
代
交
代
し
て
い
る

が
、
台
湾
軍
に
ど
こ
ま
で
戦
う

意
思
が
あ
る
か
は
分
か
ら
な

い
。
も
し
国
民
党
政
権
に
な
っ

た
ら
、
相
当
数
が
戦
う
よ
り
も

降
伏
し
た
方
が
い
い
と
考
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

�
�
台
湾
有
事
が
起
こ
る
可

能
性
の
高
い
時
期
は
。

ま
ず
、
北
京
五
輪
が
終
わ
っ

て
か
ら
今
年
秋
に
行
わ
れ
る
党

大
会
ま
で
の
間
だ
。
２３
年
に
は

習
氏
の
２
期
１０
年
の
国
家
主
席

の
任
期
が
切
れ
る
が
、
そ
の
人

事
は
今
年
秋
の
党
大
会
で
決
ま

る
。
習
氏
は
終
身
国
家
主
席
を

目
指
し
、
憲
法
改
正
や
歴
史
決

議
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
を
打
っ
て

き
た
。
あ
と
は
誰
も
が
３
期
目

以
降
も
や
る
べ
き
と
納
得
す
る

レ
ガ
シ
ー
が
必
要
で
、
そ
れ
が

北
京
五
輪
の
成
功
と
台
湾
併
合

だ
。ク

リ
ミ
ア
併
合
が
始
ま
っ
た

の
は
、
ソ
チ
五
輪
閉
会
式
の
４

日
後
だ
っ
た
。
北
京
五
輪
の
閉

会
式
は
２
月
２０
日
だ
か
ら
、
２

月
２４
日
以
降
に
台
湾
有
事
が
起

き
る
可
能
性
が
あ
る
と
み
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

台
湾
併
合
が
で
き
な
い
ま
ま

３
期
目
が
始
ま
っ
た
ら
、
次
は

６
年
後
、
つ
ま
り
２７
年
ま
で
が

要
注
意
と
な
る
。
今
の
軍
拡
ペ

ー
ス
で
い
け
ば
台
湾
攻
略
の
軍

備
は
整
う
。
ま
た
２７
年
は
人
民

解
放
軍
創
設
１
０
０
周
年
で
、

２８
年
に
は
３
期
目
の
任
期
が
切

れ
る
。
そ
こ
で
ま
た
レ
ガ
シ
ー

が
求
め
ら
れ
る
。
人
民
解
放
軍

が
習
氏
に
対
し
て
軍
備
は
準
備

完
了
な
の
に
な
ぜ
決
心
で
き
な

い
の
か
と
強
硬
に
出
る
と
、
そ

れ
に
流
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。

（
聞
き
手＝

政
治
部
・
亀
井
玲

那
）

日
米
合
同
委
員
会

共
同
声
明（
要
旨
）

米
軍
関
係
者
原
則
外
出
制
限

日
米
合
同
委
員
会
が
共
同
声
明

新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
受
け

き
ょ
う
か
ら
２
週
間

� 7�

元
空
将
・
東
洋
学
園
大
学
客
員
教
授

織
田
邦
男
氏
（
上
）

露
を
手
本
に
無
血
占
領
狙
う

【
モ
ス
ク
ワ
時
事
】
ロ
シ
ア

通
信
は
９
日
、
中
央
ア
ジ
ア
の

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
起
き
た
反
政

府
デ
モ
の
混
乱
に
伴
う
死
者
数

が
１
６
４
人
に
上
っ
た
と
報
じ

た
。治

安
部
隊
と
デ
モ
隊
の
激
し

い
衝
突
が
起
き
た
最
大
都
市
ア

ル
マ
ト
イ
で
は
子
供
２
人
を
含

む
１
０
３
人
が
死
亡
し
た
。

燃
料
価
格
高
騰
に
反
発
す
る

デ
モ
に
端
を
発
し
た
混
乱
は
、

政
府
の
統
制
下
で
市
民
の
不
満

が
抑
え
込
ま
れ
て
き
た
カ
ザ
フ

で
は
異
例
の
多
数
の
死
者
を
出

す
事
態
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で

に
治
安
当
局
が
デ
モ
参
加
者
の

２６
人
を
殺
害
し
、
治
安
部
隊
側

も
１８
人
が
死
亡
し
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
た
。

カ
ザ
フ
で
は
９
日
、
ト
カ
エ

フ
大
統
領
や
治
安
機
関
幹
部
ら

が
参
加
す
る
会
議
が
開
か
れ
、

全
土
で
の
「
状
況
の
安
定
」
が

強
調
さ
れ
た
。
カ
ザ
フ
大
統
領

府
の
発
表
に
よ
る
と
、
拘
束
者

は
約
５
８
０
０
人
に
達
し
「
か

な
り
の
数
の
外
国
人
が
含
ま
れ

る
」
と
い
う
。

ト
カ
エ
フ
政
権
は
、
ロ
シ
ア

の
支
援
を
受
け
て
デ
モ
の
武
力

鎮
圧
を
進
め
て
い
る
。
９
日
の

会
議
を
通
じ
、
混
乱
は
収
束
に

向
か
っ
て
い
る
と
ア
ピ
ー
ル
し

た
。
ロ
シ
ア
主
導
の
軍
事
同
盟

「
集
団
安
全
保
障
条
約
機
構

（
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
）」の
平
和
維
持
部

隊
が
重
要
施
設
を
警
備
。
治
安

部
隊
が
「
浄
化
」
作
戦
を
継
続

し
、
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
摘
発
を

行
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
フ
ァ
ク
ス
通
信
に
よ

れ
ば
、
ア
ル
マ
ト
イ
の
市
当
局

者
は
９
日
、
市
内
で
「
対
テ
ロ

作
戦
」
が
計
画
通
り
に
進
め
ら

れ
て
お
り
「
現
在
、
状
況
は
比

較
的
落
ち
着
い
て
い
る
」
と
指

摘
。
「
市
内
の
復
旧
作
業
が
始

ま
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

カ
ザ
フ
産
業
省
は
９
日
、
デ

モ
隊
に
一
時
占
拠
さ
れ
た
ア
ル

マ
ト
イ
の
空
港
に
関
し
、
技
術

的
に
は
再
開
の
準
備
が
整
っ
た

と
発
表
。
「
市
内
の
状
況
安
定

後
に
再
開
さ
れ
る
」
と
説
明
し

た
。

デデ
モモ
混混
乱乱
でで
１１
６６
４４
人人
死死
亡亡

カ
ザ
フ

６
０
０
０
人
近
く
拘
束

お り た・く に お １９５２
年、愛媛県生まれ。７４年、
防衛大卒業後、航空自衛隊
に入隊。Ｆ４戦闘機パイロ
ット、第３０１飛行隊隊長、
第６航空団司令などを経
て、２００５年、空将。０６年、
イラク派遣航空部隊指揮
官。０９年、退官。１５年から
東洋学園大学客員教授。

９日、ロシア国防省が公開した、モスクワ近郊イワノボの基地
からカザフへ向かうロシア軍の写真（ＡＦＰ時事）

那
須
サ
フ
ァ
リ
パ

ー
ク
（
栃
木
県
那
須

町
）
で
開
園
準
備
を

し
て
い
た
２０
代
の
女

性
飼
育
員
が
、
本
来

は
獣
舎
内
に
い
る
は

ず
の
ト
ラ
に
襲
わ

れ
、
右
手
首
を
欠
損
す
る
重
傷
を

負
っ
た
。
助
け
よ
う
と
駆
け
付
け

た
２
人
も
相
次
い
で
か
ま
れ
る
と

い
う
痛
ま
し
い
事
故
だ
▼
襲
っ
た

の
は
１０
歳
雄
の
ベ
ン
ガ
ル
ト
ラ

で
、
体
長
約
２
㍍
、
体
重
１
５
０

〜
１
６
０
㌔
。
女
性
飼
育
員
と
通

路
で
鉢
合
わ
せ
し
た
と
み
ら
れ
る

▼
ど
ん
な
職
種
で
も
労
働
災
害
に

は
作
業
者
が
絡
ん
で
い
る
の
で
、

そ
こ
に
は
必
ず
人
間
の
行
動
原
理

が
作
用
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
は

「
仕
事
の
目
的
は
何
か
（
作
業
目

的
）
の
徹
底
」（
長
町
三
生
著
『
安

全
管
理
の
人
間
工
学
』）だ
▼
こ
の

園
で
は
、
営
業
終
了
後
に
ト
ラ
が

柵
の
あ
る
獣
舎
に
入
っ
た
か
ど
う

か
の
確
認
を
必
ず
行
う
と
し
て
い

る
。
し
か
し
事
故
前
日
は
そ
れ
を

怠
り
、
翌
朝
の
再
確
認
も
な
か
っ

た
よ
う
だ
。
猛
獣
を
扱
っ
て
い
る

と
い
う
特
殊
な
作
業
目
的
に
つ
い

て
の
自
覚
が
身
に
付
い
て
い
な
か

っ
た
▼
仕
事
の
心
構
え
と
い
う
こ

と
で
は
筆
者
に
も
心
当
た
り
が
あ

る
。
今
は
ほ
と
ん
ど
自
動
化
し
た

が
、
以
前
は
印
刷
機
を
扱
う
作
業

員
が
機
械
に
手
を
挟
ま
れ
る
事
故

が
時
々
あ
っ
た
▼
事
故
は
か
な
り

緊
張
を
強
い
ら
れ
る
多
色
刷
り
の

大
型
機
械
よ
り
、
む
し
ろ
空
い
た

時
間
に
作
業
を
行
う
単
色
刷
り
の

時
に
見
ら
れ
た
。
印
刷
物
を
仕
上

げ
る
と
い
う
目
的
は
同
じ
だ
が
、

よ
り
単
純
で
単
調
な
作
業
だ
と
気

が
緩
み
う
っ
か
り
し
て
し
ま
う
▼

作
業
の
手
順
や
危
険
な
ポ
イ
ン
ト

の
理
解
と
注
意
、
そ
の
繰
り
返
し

に
伴
う
精
神
的
な
疲
労
を
い
か
に

軽
減
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
が
大

切
だ
。

きょうの紙面
（
２
０
２
１
「
ド
ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・

カ
ー
」
制
作
委
員
会
提
供
）

首相 医療逼迫なら行動制限検討
台湾 日本産食品の解禁議論加速
大学ラグビー 帝京大４大会ぶりＶ �

着床前検査 ４月開始

２
３
９
１１

３ 社説 新成人に望む 知恵は小出しにせよ
空所に入る単語を答えなさい。
Tell not all you ( ), all you have, or all you
can do.
（直訳）あなたの知識や所有物、能力な
どは、あからさまにしない方が良い

（答えは３面に掲載）

２１世紀生まれの新風起こせ
１２ Viewpoint全米映画批評家協会賞で４冠を

獲得した「ドライブ・マイ・カ
ー」の濱口竜介監督 （１１面） �第３次冷戦�期に入ったロシア ２０２２．１．１０
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